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巻上に 9 箇所、巻下に 2 箇所見られる。それらの文章をみると、先に指摘
したように善昭は「三玄三要」という概念を重視し、しかも哲学的解説や
文学的偈頌による説明を加えている。その内容は善昭が禅門の師家として
禅の宗旨を学人に悟らせるため、言葉を積極的に利用して接化したもので
ある。このような立場から見ると、これは『臨済録』における「三玄三要」
の「一句語」ごとには三玄門を具え、「一玄門」に三要を具えなくてはな
らないという意趣と一致している。
　北宋の時期には文化事業が重視され、言葉の積極的な意味が高まった時
代であったと思われるが、禅僧たちは当時の士大夫との交流を頻繁に行う
なかで、その影響を受けたことは想像に難くない。その活動の一環として、
各宗派の人びとは自らの属する宗派の宗祖の説法や言行の記録を編集し、
それぞれの宗派綱要を提唱した。善昭もその時代の一人であって、積極的
に各宗派の宗風を学ぼうとする態度が見られる。また、彼はみずからの属
する臨済宗の宗派綱要を示そうとする宗派的自覚が相当に強く表われてお
り、「三玄三要」もその綱要の一つである。例えば、善昭による「広智歌
一十五家門風」があり、これは中唐以来の禅宗を十五家に分け、それらの
家風を歌の形式で集約しているが、その最後に「徳山臨済宗派」があり、
そこに「三玄三要」を持ち出している。
徳山棒，臨際喝，独出乾坤解横抹，従頭誰敢乱区分，多口阿師不能説。臨
機縦，臨機奪，迅速鋒鋩如電掣，乾坤祇在掌中持，竹木精霊脳劈裂。或賓主，
或料揀，大展禅宗弁正眼，三玄三要用当機，四句百非一斉翦。（『汾陽語録』
巻下）24
徳山の棒、臨際の喝、独り乾坤を出して横抹を解す。従頭誰か敢えて区分
‒ 183 ‒
を乱すや、多口の阿師も説くこと能わず。臨機に縱せ、臨機に奪い、迅速
の鋒鋩は電掣の如し。乾坤は祇だ掌の中に在りて持し、竹木の精霊、脳、
劈裂す。或は賓主、或は料揀、禅宗を大いに展じ正眼を弁ず。三玄三要、
当機に用い、四句百非、一斉に翦る。
ここに言う「三玄三要用当機」は、つまり師家が学人の機縁に対応して接
化することをいう。善昭は「四賓主」「四料揀」「三玄三要」などを利用し
て接化し、これを禅宗の「正眼」（正しい法の眼目、すなわち「正法眼蔵」）
として示そうとしたと見られる。
　また、『汾陽語録』巻首には楊億（974-1020）の序文が附されているが、
そこにも「三玄三要」に関する評述がある。
釈善昭者，本太原人，積習聞薰，孤貞絶俗。自去飾受具，即杖策巡。方所
至少留，随機叩発，歴参知識七十一員，最後受印於汝州南院省念。遂〔引
用注：逐〕法裔，念出風穴沼，沼嗣先南院顒，顒嗣興化奨，奨嗣臨際玄，
玄嗣黄檗運，運嗣百丈海，海出馬祖，祖出南岳讓，讓為曹渓嫡子。自曹渓
至師，凡十一世。……若乃江西即心之誨，而帰於無物。石頭全提之句，而
謂之真吼。南泉捭闔而自得，引発上機。趙州縦奪，而有端摧伏異見。洞山
之建立五位，回互以彰。仰山之分列諸勢，遊戲無碍。雪峯応接之眼，啐啄
同時。雲門揚攉之言，藥石苦口。咸達其要，悉挙其綱。至如大用現前，纖
塵不立，諸法皆泯，四句逈超，蓋有黄檗之迅機，臨際之妙脈。三玄三要，
在掌握之所施。二主二賓，与盲瞑而何異，是為正路，直造上乗。師之所証，
踰於格量。非斉肩於仏慧，曷染指於禅味哉。（『汾陽語録』巻首）25
釈善昭は本と太原の人なり。積習聞薰し、孤貞にして俗を絶す。去飾受具
して自り、即ち杖策もて巡る。方に至る所に少らく留まり、機に随って叩
発し、知識七十一員に歴参し、最後に汝州南院の省念に於て受印す。法裔
を逐わば、念は風穴沼より出で、沼は先の南院顒を嗣ぎ、顒は興化奨を嗣ぎ、
獎は臨際玄を嗣ぎ、玄は黄檗運を嗣ぎ、運は百丈海を嗣ぎ、海は馬祖より
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出で、祖は南岳讓より出で、讓は曹渓の嫡子なり。曹渓より師に至るに、
凡そ十一世なり。……若し乃ち江西は即心の誨え、而して無物に帰す。石
頭は全提の句、而して真吼と謂う。南泉は捭闔、而して自得させ、上機を
引発す。趙州は縦奪し、而して端有りて異見を摧伏す。洞山之れ五位を建
立し、回互を以て彰す。仰山之れ諸勢を分列し、遊戲すること無碍なり。
雪峯は応接の眼あり、啐啄同時なり。雲門は揚攉の言、藥石口に苦し。咸
な其の要に達し、悉く其の綱を挙ぐ。大用現前せば、纖塵も立たず、諸法
皆な泯べば、四句を逈超するが如きに至っては、蓋し黄檗の迅機、臨際の
妙脈有り。三玄三要、掌握の施す所に在り。二主二賓、盲瞑と何ぞ異ならん、
是れを正路と為し、直ちに上乘に造る。師の証する所、格量を踰ゆ。仏の
慧に斉肩するに非ずんば、曷ぞ禅味に染指するや。
　楊億と善昭は同時代の人物であるが、ここには楊億が善昭の法を、曹渓
慧能から代々受け継がれて来たものとして凡そ「十一世」を経た師資相承
を示し、つぎに馬祖以来の各宗派の家風を述べ、その最後には善昭が彼ら
の禅の心要及びその綱領（「咸達其要，悉挙其綱」）を全て十分に身につけ、
そのうえで、善昭の宣揚した臨済宗なる法脈の禅が「正路」として認めら
れたと言っている。注目したいのは、上の序文において「三玄三要」や「二
主二賓」（即ち「四賓主」）を善昭の禅思想の重要なポイントとして提示し
たことである。
　このように、「三玄三要」は善昭が説法でしばしば提起し、彼の禅の特
徴となっている。なお、北宋末の覚範恵洪（1071-1128）が編纂した『臨
済宗旨』には、恵洪に対して張商英（1043-1122）が語った次のような言
葉が見られ、上の理解を裏付ける。
汾陽，臨済五世之嫡孫，天下学者宗仰。観其提綱，渠渠唯論三玄三要。今
其法派皆以謂：「三玄三要一期建立之語，無益於道。但於諸法不生異見，一
切平常即長祖意」。其説是否？（『臨済宗旨』）26
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汾陽、臨済五世の嫡孫、天下の学者宗
たっと
び仰
あお
ぐ。其の提綱を観るに、渠渠に
唯だ三玄三要を論ずるのみ。今其の法脈に皆な以て謂く、「三玄三要、一期
に建立の語、道に益すること無し。但た諸法に異見を生じず、一切平常即
ち祖の意を長ずることなり」と。其の説、是
ぜ
なりや。
　ここに言う「其の提綱を観るに、渠渠に唯だ三玄三要を論ずるのみ」と
は、北宋末の張商英が善昭の禅を見て、その「三玄三要」を彼の禅の特徴
として受けとめたということである。また、南宋の『古尊宿語録』（1267）
においても、
師〔引用者注：善昭〕挙揚宗乗渠渠，惟以三玄三要為事，臨済宗真要訣也。
（『古尊宿語録』巻10「汾陽昭禅師語録」）27
師、宗乗を挙揚すること渠渠、惟だ三玄三要を以て事と為し、臨済宗、真
の要訣なり。
とある。したがって、先に述べたように臨済下の禅の伝統の事実を集録し
たとされる『天聖広灯録』及び『景徳伝灯録』の「汾陽善昭章」における
「上堂」にいわゆる「三玄三要」が善昭の語として引かれているというこ
とは、「三玄三要」は実はもともと善昭の言葉であった可能性が高く、そ
れが宋代に臨済宗の確立される過程で宗祖の臨済の語に仮託されるように
なったものであって、「臨済三句」とともに『景徳伝灯録』臨済章に収録
されたと考えられる。
5 ．北宋末における「三玄三要」の定着
　こうした「三玄三要」は善昭が学人の機縁に対応して禅宗の「正眼」も
しくは「正路」を示そうとするものであり、彼の禅の特徴とも言える。で
は、善昭の提唱した「三玄三要」がその以後にどのように展開されたかを
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考えてみよう。善昭の法嗣石霜楚円（987-1040）の語録に次のような語が
ある。
上堂。云：「法本無言，因言而顕道。道本無説，仮説而明真。所以諸仏出世，
善巧多方。一大蔵教，応病与薬。三玄三要，只為根器不同。四揀四料，包
含万象。你道海納百川，一句作麼生道？還有人道得麼？設使道得，倜儻分明。
未夢見衲僧沙弥童行脚跟在。且道！衲僧沙弥童行有什麼長処？」喝一喝。（『石
霜楚円禅師語録』師住南岳山福厳禅院語録）28
上堂。云く、「法は本と言無し、言に因りて道を顕す。道は本と説無し、説
を仮りて真を明らかにす。所以に諸仏出世し、善巧多方なり。一大蔵教は
応病与薬なり。三玄三要、只だ根器の為に同じからず。四揀四料、万象を
包含す。你道う、海は百川を納む、一句作麼生か道わんと。還た人の道得
すること有るや。設使道い得れば、倜儻なること分明なり。衲僧沙弥童行
の脚跟を未だ夢にも見ず。且く道え、衲僧沙弥童行、什麼の長処か有るや」
と。喝すること一喝。
　ここにはまさに「三玄三要」が禅の接化の方便として積極的に示されて
いる。しかし、善昭の再伝の弟子黄竜慧南（1002-1069、石霜楚円法嗣）
のころになると、その立場が異なることになった。
上堂。云：「三玄三要，五位君臣，四種蔵鋒，八方珠玉，三十年前，争頭競
買，各逞機鋒。而今道泰昇平，返朴帰淳，人人自有。……」。（『黄竜慧南禅
師語録』筑州黄檗山法語）29
上堂。云く、「三玄三要、五位君臣、四種蔵鋒、八方珠玉と、三十年前、頭
こうべ
を争
あらそ
って競いに買い、各
おのお
の機鋒を逞す。而して今道泰昇平、朴に返り淳に
帰り、人人に自ずから有り。……」と。
　ここに言う「三十年前」とは善昭または石霜楚円の時代を指して言って
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いるが、慧南はこれらの「三玄三要」や「五位君臣」等の宗派的綱要のよ
うな考えかたに対して批判的に言っている。これは北宋臨済宗の内部で時
代とともに問題意識が変わっていったことを反映している30。
　その一方で、北宋末の覚範恵洪が編集した『禅林僧宝伝』（1124）の「薦
福古禅師伝」では、「三玄三要」が仏教全体に通用するもので、臨済の門
風のみに限定されないという北宋雲門宗禅僧の薦福承古（970-1045）の主
張31に対して、恵洪はそれを次のように厳しく反論している。
賛曰：「古〔引用者注：承古〕説法有三失，其一判三玄三要，為玄沙所立三
句。其二罪巴陵三語，不識活句。其三分両種自己，不知聖人立言之難。何
謂三玄三要為玄沙所立三句耶？曰所言『一句中具三玄，一玄中具三要，有
玄有要』者，臨済所立之宗也。在百丈黄檗，但名大機大用。在岩頭雪峯，
但名陷虎却物。譬如火聚，触之為焼，背之非火。古謂非是臨済門風，則必
有拠，而言有拠，何不明書以絶学者之疑？不然則是臆説，肆為臆説，則非
天下之達道也」。（『禅林僧宝伝』巻12）32
賛に曰く、「古の説法、三失有り。其一は三玄三要を判じて、玄沙の立つ所
の三句と為す。其二は巴陵の三語を罪し、活句を識らず。其三は両種の自
己を分ちて、聖人立言の難を知らず。何ぞ三玄三要を謂いて、玄沙立つる
所の三句と為すや。曰く、言う所の『一句の中に三玄を具し、一玄の中に
三要を具し、玄有り要有る』は、臨済立つる所の宗なり。百丈黄檗に在りて、
但だ大機大用と名づく。岩頭雪峯に在りて、但だ陷虎却物と名づく。譬え
ば火聚の之に触れて焼くと為し、之に背けば火に非ざるが如し。古、臨済
の門風に非ずと謂うは、則ち必ず拠有らん。而して拠有ると言うは、何ぞ
明らかに書いて以て学者の疑を絶たざるや。然らざれば則ち是れ臆説なり。
肆
かっ
てに臆説をなせば、則ち天下の達道に非ざるなり」と。
　承古は善昭よりも二十四歳の年少であるが、この当時すでに「三玄三要」
が「臨済の門風」として認識されていた。ここには恵洪が「三玄三要」を
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臨済による宗旨だとしていることがはっきりと見られる。このような考え
はほかにも見えるが、例えば、恵洪の『智証伝』につぎのようにいう。
臨済曰：「大凡演唱宗乗，須一句中具三玄，一玄中具三要」。（『智証伝』）33
臨済曰く、「大凡宗乗を演唱せんには、須らく一句の中に三玄を具すべく、
一玄の中に三要を具すべし」と。
　しかし、「三玄三要」を臨済の語として引いたとしても、先に述べたよ
うに、「三玄三要」がもともと善昭の言葉である可能性が高いことを無視
することはできず、そこで、それを統合的に組み合わせる形が出現した。
恵洪の『林間録』に次のようにいう。
臨済大師曰：「大凡挙唱宗乗，須一句中具三玄，一玄中具三要」。有玄有要，
諸方衲子多溟涬其語，独汾陽無徳禅師能妙達其旨。作偈通之曰：「三玄三要
事難分，得旨忘言道易親，一句明明該万象，重陽九日菊花新」。（『林間録』
巻下）34
臨済大師曰く、「大凡宗乗を挙唱するには、須らく一句の中に三玄を具し、
一玄の中に三要を具すべし」と。玄有り要有り、諸方の衲子、多く其の語
を溟涬す。独り汾陽の無徳禅師、能く妙に其の旨に達す。偈を作りて之を
通じて曰く、「三玄三要事分ち難し。旨を得て言を忘るれば道親しみ易し。
一句明明として万象を該ぬ。重陽九日菊花新なり」と。
　また、南宋の『人天眼目』にも、
師〔引用者注：臨済〕云：「大凡演唱宗乗，一語須具三玄門，一玄門須具三
要，有権有実，有照有用，汝等諸人作麼生会？」後来汾陽昭和尚，因挙前
話乃云：「那箇是三玄三要底句？」僧問：「如何是第一玄？」汾陽云：「親囑
飲光前」……。（『人天眼目』巻 1 ）35
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師（臨済）の云く、「大凡宗乗を演唱せんには、一語に須らく三玄門を具す
べく、一玄門に須らく三要を具すべし。権有り実有り、照有り用あり、汝
等諸人作麼生か会せん」と。後来汾陽の昭和尚因みに前話を挙して乃ち云く、
「那箇か是れ三玄三要底の句」と。僧問う、「如何なるか是れ第一玄」と。
汾陽の云く、「親しく飲光の前に囑す」と……。
とある。ここでは「三玄三要」が既に善昭の語ではなくなり、臨済宗の宗
旨として臨済から受け継がれて来たものとされている。それはやはり『景
徳伝灯録』の後世への影響が大きかったため、のちの灯史・語録はこれを
継承するものが多く、「三玄三要」も『景徳伝灯録』臨済章に拠って臨済
の語とし、さらにそれを臨済宗の宗派綱要として示そうとする意識が強く
現われている。
　また、恵洪とほぼ同時代の円覚宗演もまた『臨済録』を重刊する際に、
その底本とする古い「四家録」系統の『天聖広灯録』に見られぬ「三玄三
要」を「臨済三句」とともに臨済の語として、初めて『臨済録』の「上堂」
に加えたのであった。このことは宗演や恵洪らの北宋末の臨済宗の動向を
反映しており、それが『臨済録』の形成に深く関与しているのである。
　今回取り上げた「三玄三要」は、北宋末以後、宗祖たる臨済の語として
定着し、その一方、善昭はただそれを継承したものとされ、南宋の『人天
眼目』や『古尊宿語録』に引き継がれて、定着していったのである。「三
玄三要」はこうして形成されたのである。なお、臨済宗全体の思想的展開
として、「三玄三要」「臨済三句」「四照用」「四賓主」「四料揀」「四喝」等
の宗派的綱要のような考えかたは単なる方便なのだろうか、それとも第一
義があるのだろうか。この問題はとても重要なので、今後更に考察してい
かねばなるまい。
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